
新刊との出愛

もう、ひなびた
温泉しか愛せない

もっと ! とにかく
かわいいいきもの図鑑

またうっかり、自分を後
回しにするところだった

著／岩本 薫
出版／みらいパブリッシング

監修／今泉 忠明
出版／西東社

著／中村 天風
出版／アスコム

温泉をより深く知り、温泉をもっ
と楽しむための温泉入門書。全国
の温泉を紹介するほか、温泉の『基
本』、もう一歩踏み込んだ『ツウ』
の楽しみ方も伝授する。

なんでこんなにかわいいの ? いき
もののかわいさがわかるように、
特徴を強調したイラストで紹介
し、基本的なこと、かわいらしい
しぐさ、おもしろい話などを解説。

人生がつまらないって人は、そ
の 考 え 方 が つ ま ら な い ん で す。
希代の哲人・中村天風によるたっ
た今から人生が好転しはじめる
52 の教えを紹介する。

【６月の図書館の休館日】　３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月） 垂水市立図書館　☎ 32-7111

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 49回

▲ 神事の様子（神主の川上雅樹氏）

島
津
以ゆ

き
ひ
さ久
公

　
　

佐
土
原
入
城
４
２
０
年

交流会での集合写真（左下が池田彬氏）

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
川
﨑
あ
さ
子
）

以
久
公
と
佐
土
原
と
垂
水

　

垂
水
島
津
家
２
代
以
久
が
徳
川
家
康
公
よ

り
日
州
（
宮
崎
）
佐
土
原
藩
３
万
石
を
拝
領

し
て
、
今
年
で
４
２
０
年
に
な
り
ま
す
。
平

成
６
年
の
入
城
３
９
０
年
か
ら
10
年
毎
に
佐

土
原
町
で
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
先
が
け
実
行
委
員
会
の

方
々
が
垂
水
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
交
流
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
久
公
は
１
５
５
０
年
垂
水
島
津
家
初
代

忠
将
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の

忠
将
が
福
山
廻
り
の
戦
い
で
肝
付
氏
の
矢
に

討
た
れ
、
12
才
で
２
代
目
を
継
ぎ
ま
し
た
。

秀
吉
に
よ
る
文
禄
の
役
、
慶
長
の
役
に
も
島

津
宗
家
第
17
代
義
弘
に
従
い
出
征
し
ま
し

た
。
１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
義
弘

の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
討
死
し
た
豊
久
（
義

弘
の
甥
）
に
代
わ
り
佐
土
原
を
治
め
、
明
治

の
初
め
ま
で
続
き
ま
し
た
。

子
孫
と
と
も
に
交
流

　

垂
水
資
料
集
（
六
）
の
文
中
に
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

『
伝
に
曰
く
、
以
久
生
る
る
時
に
当
て
、
白

絹
の
幡
一
流
、
産
屋
之
棟
上
に
懸
る
。
忠
将

以
為
ら
く
、
諏
訪
大
明
神
の
化
現
な
り
と
。

即
ち
池
田
備
後
を
し
て
、
鹿
児
島
に
行
て
、

諏
訪
神
社
に
告
げ
し
む
。
神
主
則
ち
備
後
と

祠
を
開
き
見
る
に
、八
幡
の
幡
一
流
を
失
す
。

神
主
以
て
奇
な
り
と
為
す
。
備
後
帰
て
忠
将

に
告
ぐ
。
忠
将
厚
く
神
威
を
感
ず
。
則
ち
此

幡
を
崇
め
て
、
神
躰
と
為
し
、
諏
訪
の
神
社

を
清
水
城
内
に
造
立
す
』

　

大
ま
か
な
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
以
久
公
が
生
ま
れ
た
際
、
建
物
に
白
い
絹

の
の
ぼ
り
が
現
れ
ま
し
た
。
父
の
忠
将
公

は
、
こ
の
の
ぼ
り
は
、
諏
訪
大
明
神
の
化
身

に
違
い
な
い
と
思
い
、
家
臣
の
池
田
備
後
を

鹿
児
島
の
諏
訪
神
社
へ
報
告
に
向
か
わ
せ
ま

し
た
。
神
主
と
祠
を
開
く
と
そ
こ
に
あ
っ
た

の
ぼ
り
が
な
く
な
る
不
思
議
な
出
来
事
が
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
忠
将
公
は
白
い
絹

の
の
ぼ
り
を
ご
神
体
と
し
城
内
に
諏
訪
神
社

を
建
立
し
ま
し
た
』

　

今
年
は
、
２
月
５
日
、
小
雨
降
る
中
10
人

の
関
係
者
の
方
々
が
佐
土
原
か
ら
来
ら
れ
、

墓
参
り
、
神
事
、
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
文
中
に
出
て
き
た
池
田
備
後
の
子

孫
池
田
彬
氏
も
岡
山
か
ら
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
、
当
日
島
津
墓
地
に
て
神
事
を

執
り
行
っ
て
下
さ
っ
た
川
上
雅
樹
氏
の
祖
先

で
あ
る
初
代
川
上
忠
寛
公
は
、
１
６
０
０
年

に
以
久
の
孫
、
久
信
の
奥
方
を
佐
土
原
に
迎

え
に
い
っ
た
家
老
で
あ
り
、
島
津
家
の
礎
を

築
い
た
ひ
と
り
で
す
。
現
在
も
子
孫
の
方
々

と
も
に
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

『
垂
水
市
史
料
集
（
六
）』（
昭
和
60
年
３
月
発
行
）

発
行
者
：
垂
水
市
教
育
委
員
会

※
以
久
の
読
み
方
は
、
も
ち
ひ
さ
等
、
諸
説
あ
り
ま
す
。
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